
濃縮度試験成績報告書

　　分　子’式　　CH4N2S

構造式NHr一8’
　　　　　　　　　NH2

　　　　同定　工Rチャート（図一20参照）

　　　　性状　外観：無色針状晶

　　　　　　　　溶解性：対水可溶

　　　　　　　　　　　　対アセトン，メタノール，エタノ→レ，アセトニトリル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に可溶

三鷺難1一一…一一
　ゑ1　T　L皿試験

　㈲　試験魚

　　　　　ヒメダカ平均体重0．27g　塩化第二水銀検定合格魚＊

　　　　＊田端健二：用水と廃水　旦　　｛297～1505　（1972）

　㈲　分散剤及び分散法

　　　分散剤　使用せず

　　　分散法

　　　　イオン交換水に溶解し佃4P皿（平／V）の原液を調整し

　　　　た。

1．試料名　チオウレア（試料姦K－96）

2試験期間　 昭和55年7月1日～昭和54年5月16日

5　試験方法及び条件

　　（c）試験温度

　　　　　25±2℃

　　（d）試験結果

　　　　　48時間T　Lm値：1000皿皿（Ψヤ）以上

　　　　　　　　　　　　　　（図一5参照）

52　濃縮度試験

五21　試験条件

　色）水系環境調節装置　　流水式

　　　試験水槽ガラス製1001
　　　　　　　　容　量
　　　　　　　　流水量　5791／日

　　　　（原液：希釈水＝2皿／分：400皿1ノ努）

　（b）試験魚

　　　　コイ　平均体重　269

　　　　　　　平均体長　｛0㎝

　（c）　外部消毒及び順化

　　（1）　外部消毒

　　　　　止水状態で10ppm塩酸クロロテトラサイクリン水溶液で

　　　　　24時間薬浴を行った。

　　（2）　順　　化

　　　　　25℃X14日間
　（d）　分散剤及び分散法

　　　　義1㈲に同じ

　（e）試験温度

　　　　25士2℃

　㈹　水槽中の溶存酸素量

　　　　図一18，19参照



（g）水槽濃度

　　設定理由：精度よく定量できる濃度は、約6P脚（図一4参照）

　　　である。魚分析時の前処理操作にむいて魚体重509・最終

　　　液量501江』及び回収率75多と見込み、さらに第2濃度区

　　　の魚に50倍以上濃縮したと仮定し、十分に分析できる濃度

　　　として第2濃度区の水槽濃度をα3迎mと設定した。第1農

　　　度区は第2濃度区の10倍に設定した。

　　　（計算式）　第2濃度区の水槽濃度は

　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　　　　　　　‡0，5ppn　になる0
　　　　　　　　　　　　50
　　　　　50　×　〔175　×一
　　　　　　　　　　　　50

設定値（単位P即死／V）
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実測値

　表目1　濃縮倍率を求めるための平均濃度（単位ppn　W／V）
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ム2．2　分析条件

　（a）　使用分析機器及び条件

装
力
固
溶
検

ラ
定
離
出

置
ム
相
液
器

高速液体ク・マトグラフ型一CBC組立

0．5m×4皿nφ

μBOnda嘩NH2

メタノール

U　V分光光度法254n皿　型一日本分光UV－100

（b）　分析試料の前処理

　（1）　魚体
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　　　　　　　ラ　　　　　　　一9体重体長測定
　　　　　　　1

　　　　　　　い細切

　　　　　　　隣課　，｝×・回

　　　　　　　』ろ過（グラスフィルタ　17σ4）
　　　　　　　1
　　「’“…一一r
一一コ・一・曙＿＿　　　　　　　　　1　　＿ヨ

嘩一＾置目アセトン劇
　　　　　　　『一“降濾水8・凪

　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　「騨リウム809

　　　　　　　　　ド振とう10分

　　一二　』二＿」
　　　　　　　　　I　　　　　　i　　l、丞■周　甦建層．1

　　　　1訓：麟

　　　　　　　　　　x2自

　　　　1以下次頁庭続ぐ



前頁より　引き続き
l
L

1水割一
「

＊1

＊2

1アセトン劇
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

　　1

　　　　　　　　　＿一一一τ一」．二
　　　　　　　　　　ロラ
　　　　　　　　　i即解．翻i

カラムクロマトグラフ条件

　クロマト管　20皿φ　ガラス製

　充てん剤XAエ）一・2高さ501皿

　　分画法：第1面分アセトニトリル1001皿

　　　供試物質は第1面分に溶出する。

ヵラムクロマトグラフ条件

クロマト管　20皿φガラス製

　充てん剤　ダウエックス50WX8高さ50㎜

　　分画法：第1面分　メタノール50皿1

　　　　供試物質は第1画分に溶出する。

・脱水乾固

　、　　　　＊1
・カラムクロマト　によるクリーン

　　　　　　　　　アップ

・濃縮乾固

．カラムク。マト権よるクリ＿ン

　　　　　　　　　アップ

・定容（メタノ→レ50皿ユ）
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　（2）　試験水

　　　　　遂験劃
　　　　　　　　下
　　　　　　　　　1　　　　　第｛濃度区　第2濃度区
　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　1・採水　　　　　　50mユ　　100皿工
　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　i←炭酸カリウム　　409　　　　80g

　　　　　　　　　「鮒li翻ll×徊

　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　・抽出（振とう　10分）
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　　　　　　　　　　　　1・定容（〃ノール）

　　　　　　　　　　　　1第1濃度区50皿　第2濃度区10皿
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牛　試験結果

　4．1　供試魚の状態

　　　外観観察結果：正常

　　　　　　　　　以下次頁に続く



4．2 濃縮度試験の結果

　表一2　供試物質の濃縮倍率
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　　　なむ試験結果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は

　　次のとむりである。
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　　　　　　　　　　　　　　以下次頁に続く
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精度よく定量できる濃度＝5PPm（図一4参照）

検出限界の濃度（S／N＝2）＝巳2ppn（図一4参照）

回収率＝75％

魚体重：509

最終液量：50ml

希釈倍率：1

以　　　上


